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現代の日本でも特別活動や総合的な学習の時間で行われる死
の準備教育が行われている。国語教科書に採択される教材にも様々な生死の場面が出現する。小学校一年生から高校生までの期間に、国語 の中だけでも児童・生徒は生死に関する教材を何度も授業内で学んでいるはずである。そこで国語総合の教科書教材を中心に、国語教科書の死ぬことや きることる教材 概観すること 、現代の高校生が教科書教材からどのような死生観を学んでいる可能性 あ のかを探りたい。二、国語教科書の死生 に関す 先行研究　
小学校から高等学校まで国語の教科書には様々な読むための
教材が掲載されている。これらの教材が採択される要因には同時代の制度的・社会的・文化的要請 影響す
る一
。高校生向けに
並べられた教材の中には、様々な隠れたカリキュラムが存在している可能性がある。　
小中学校国語の教科書教材に隠れたカリキュラムがあること
につい は石原千秋（二〇〇五、二〇〇九）に詳しい。石原は小学校の国語教科書が道徳であるとした上で、さらに古き良き日本を回顧するメッセージが隠されていると論じている。
一、はじめに　
多くの生徒が集まる学校現場においては、時には生徒自身の
死も起こり得る。こうした死は突然であればあるほど、残された生徒たちは事態を受け止めることを困難に感じる。不安定な心理状態になり、カウンセラーの援助を受けることもしばしばである。一方で教員もまた、そ 生徒たちの心を間近で支える立場にある。私自身も現職の高校教員として何度か生徒の不慮の死を経験し、残された生徒 ちへの支援の一端を担った。その中 は、命が有限であること 生活 中でどう学び取ってもらうか、そして からこそどう生きるか 考えるよう方向づけていく死の準備 育は大きな課題であると感じた。　
同時に、死生観やそれに伴う死の準備教育は時代によっても
変化していくはずである。本稿の調査に協力してくれ 現職教員からは、八十歳近くなる男性が幼い頃に学校 受けた爆撃機の音を聞きわける訓練を今で 覚え おり、飛行機の音を聞つけると空を見上げて機影 確認する習慣があるというエピソードを聞いた。これは戦時中ならでは 生死にかかわる教育であったと言える。 　　
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岩田文昭（二〇〇四）は小学校国語を中心に、教科書には
「 「死」に関する記述」が多く掲載されていることに触れ、 「その扱い方、論じ方の変化の中に、戦後の教育の中での「死」の置かれた位置を窺い知ることができ
る二
」とも述べている。さら
に戦後 小学校国語教科書と死 関係について考察を行っている。戦後すぐに刊行された初期検定版には「他者 幸福 ために死をも辞さな
い三
」ことを讃える内容が多いが「道徳」設置と
ともに目立たなくなっていくこと、小学校国語教科書に広く採択された戦争児童文学が持つ戦争のリアリティ 伝え方に関する「偏り」や動物の死の頻出にも触れて る。　
野中潤は筑摩書房ホームページでの連載「定番教材の誕生」
において、高等学校国語教科書の定番教材である『羅生門』 、『こころ』 、 『舞姫』などに共通するのは生き残りの「罪障感であると述べ いる。さら 、これら 教材が定番化していった背景には復員兵や全共闘世代、そ 子どもである団塊 世代の人々が、濃淡の差はあれ生き残りの「罪障感」 苛まれてきたことの反映であると考察してい
る四
。
三、研究の方法と対象　
本稿では隠れたカリキュラムの一つとして「死生観」を仮定
し、高等学校国語 教科書教材を中心にどのような死生観が存在するかを調査し 。対象は平成二二年度版国語総合の教科書で、十一社二十三
冊五
である。現代文編の評論・小説・随想の中
で「死」や「生きること」を扱っているものを中心にした。国語総合に着目した理由は 現行 高等学校学習指導要領では国
語総合が高校生の必履修科目であり、選択科目や他の教科・科目の学習の基本として位置づけられているためであ
る六
。
　
調査の結果、以下の三つの傾向が明らかになった。①戦争・
紛争の多様化を扱った教材、②死の受容を扱った教材、③「持続可能な社会」に関する題材を扱った教材が採択されていた。多数の作品があるため、本稿では先述した①から③の三つの教材の傾向と、そ 詳細（ア）～（キ）に分類して記述を進めることとする。分類は以下 通りである。
①戦争・紛争の多様化を扱った教材（ア）
　
被爆体験や沖縄戦を扱った教材
（イ）
　
第二次大戦を植民地や国外の視点も交えて描く教材
（ウ）
　
第二次大戦以降の戦争や紛争を扱った教材
②死の受容を扱った教材（エ）
　
肉親や身近な人の死を扱った教材
（オ）
　
友人の死を扱った教材
（カ）
　
老いや認知症に寄り添う視点の教材
③持続可能な社会に関する題材を扱った教材（キ）
　
共生関係や生態系のバランスに関する
（ク）
　
身近な自然から自然環境 ついて論じた教材
　
次章から、これらの教材を紹介し、合わせて分析も行ってい
く。義務教育段階の教材との比較も行うために、適宜小学校・中学校の教科書教材にも言及する。同時に、筆者が実際に教室で扱った教材に関しては生徒の反応も合わせて記述していきたい。
― 21 ―
をはじめ、中学校にも一年生に米倉斉加年「大人になれなかった弟たちへ」 （光村図書）など食糧不足や家族との離別・死別に焦点 当てた物語が多
い七
。これに対して「空き缶」では何十
年も経ってから体内に残るガラス片に気付き、その痛みに苦しむ登場人物 ちの生々しい会話があり、 「ナガサキ 郵便配達」では配達中 被爆した主人公がヒロシマをさまよう様子が克明に描かれる。それだけに教室では、読みながら顔をしかめる生徒や授業後に「これは読んでいてツラい」といった感想を言う生徒もいた。　
このような原爆や沖縄戦に関係する教材は、高校二年生での
修学旅行が九州や沖縄を定番の行先とし いることから、生の国語総合で読むことが平和学習の一端となってい とも言える。実際に一年生で「 の手記から」を筆者と学習し、二年生の修学旅行では沖縄を訪れる生徒たちを引率 たこと ある。二年生になってからＬＨＲや地歴の授業で沖縄 歴史や沖縄戦について事前学習を重ねているもの 、生徒たちの中には先輩から様々な怪談めいた話を聞き、ガマ（壕）の体験に拒否感を示す者も多い。しかし、 「去 キヨさん（若い看護師 名前）の話をやったでしょ」など教材の内容 思い出させることで、生徒たちは多かれ少 かれ考え込む様子を見せていた（イ）第二次大戦を植民地や国外 視点も交えて描く教材　
第二次大戦を当時の植民地や国外の視点から描く教材もあ
る。三木卓「砲撃の後で」 （筑摩書房）は満州を舞台とし 、アメリカ軍の使用した原爆 ニュースと日ソ中立条約破棄によ
四、①戦争・紛争の多様化を扱った教材について　
ここでは戦争や紛争の悲惨さを伝え、平和の大切さを伝える
ために掲載された教材、いわゆる平和教材について概観する。（ア）被爆体験や沖縄戦を扱った教材　
戦争を扱った教材、いわゆる平和教材の定番は第二次大戦を
扱ったものである。まず広島・長崎での原爆を題材としているものに、渡辺美佐子「りんごのほっぺ」 （東京書籍）がある。りんごのようなほっぺをした幼馴染の行方を 放送番組 通じて捜したところ広島 原爆で亡くなったいたことが判明し、幼馴染の両親と対面するという教材である。林京子「空き缶」は長崎で被爆 女学校の元生徒たちが、旧校舎取り壊しをきっかけに集まり、当時を回想しながら現在も身体的・精神的に続く被爆の影響について語り合 ものである。ピーター・タウンゼント「ナガサキの郵便配達」 （三省堂 もまた 語り部として活躍する実在の人物 被爆体験をもとに書かれている教材である。郵便の配達中に被爆した主人公がヒロシマをさまよう様子が克明に描かれている。 た 沖縄戦 扱った田宮虎彦「沖縄の手記から」 （東京書籍）は軍医の視点から病室壕に留まり続ける一人の若い看護師の献身的な姿と、彼 背負った喪失感の大きさを描い いる。　
これらの教材は小・中学校の第二次大戦を扱った教材と比
べ、被爆や罹災、その傷跡が語ら る場面 おいて鮮明な描写が多い。小学校や中学校での代表的な教材には小学校四年生掲載の今西祐行「一つの花」 （光村図書、教育出版、東京書籍）
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してコソボを訪れた筆者が地雷教育に対する感慨と自らの戦争体験を重ねる黒柳徹子「黄色い花束」 （桐原書店）がある。さらに中村哲「縁―アフガニスタンとのかかわり」 （三省堂）が筆者のアフガニスタンでの医療支援とそこで関わった人々について記述している。これらは現代の高校生にとっては毎日のようにニュースから流れる紛争や事件について学ぶチャンスとなる教材であると言える。　
この傾向は小・中学校の教材選択にも表れている。小学四年
生での小林豊「世界一美 いぼくの村」 （東京書籍）は自分の住む村に誇りを持つアフガニスタンの少年が戦闘による村の破壊とともに行方知れずになったことを描き、小学五年生 ウーリー＝オルレフ「のどがかわいた」 （光村図書）はイスラエルの紛争で心に傷を負った子どもたちの生活 写している。六年生での真鍋和子「子ども ちを救 い」 （教育出版）は付録教材ではあるが、オードリー・ヘプバーン 第二次大戦下での体験とユニセフ親善大使としての体験を紹介する伝記として掲載されている。第二次大戦以降 戦争や現代の紛争・政情不安についても、教科書教材を読 中で児童 生徒 は極限状態にさらされた人々の物語から死ぬこ ・生きることに関学習を積み上げ いると推察できる。五、②死の受容を扱った教材　
平和教材以外にも死ぬことや生きることに関する教材は多
い。第 章では小説を中心に、何らか 死と出会った主人公が自らの生き方について考える作品を概観し、そ 後に小中学校
りソ連軍が侵攻してくることに動揺する人々の様子が描かれる。星野道夫「アリューシャン、老兵の夢と闇」 （桐原書店）では五十年前にアリューシャン攻略で戦ったかつての米兵と日本兵が当時の戦場となった島で一週間キャンプをしながら、合同の慰霊祭を行う物語である。老兵たちそれぞれの視点からの戦争の記憶とその後の人生が日米の両面から描かれる構成なっている。また、大石芳 「希望」 （三省堂）はアウシュビッツ強制収容所を題材としてい
る八
。
　
小学校から高校までに採択された、いずれの教材も戦争によ
る理不尽な死や日常生活の瓦解を描き、それらを登場人物がどのように感じて生きたか、あるいは死んだのかを扱う教材である。しかし、高校の教材では歴史的背景や国際関係など社会に向けた視点が入ってくること、あるい 何 たっても消えない心身の傷 深さのように時間的な幅を持つものがより多くなっている。　
これは発達段階への配慮の結果として生まれた傾向であろう
が、義務教育から高校一年生での教育までど 教科書で学習しているとしても、児童・生徒 繰り返し繰り返し第二次大戦通して戦争の悲惨さや平和の大切 つい 学んでいるこ明らかであ 。（ウ）第二次大戦以降 戦争や紛争を扱った教材　
第二次大戦以降の戦争、現代の紛争や政情不安を扱った教材
としては、ベトナム戦争に従軍 た米兵の語る物語であるティム・オブライエン「待ち伏せ」 （三省堂） 、ユニセフ親善大使と
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て考えていく物語である。（オ）友人の死を扱った教材　
同い年の友人の死を扱ったものとしては宮本輝「途中下車」
（桐原書店）や山田詠美「ひよこの目」 （明治書院）がある。どちらも同級生は突然に亡くなっており、主人公は心に深い傷を負う展開である。さらに、その影響が十年近く経っても続く様子が鮮明に描かれているところが、前述の目上の存在の死を扱った小説とは対照的である。目上 存在を看取る中で若者が生き方を模索する場合は、悲しみや喪失感が前向きな成長につながっている場合が多い。しかし の死の衝撃から自らの生き方を模索し始める場合には悲しみや喪失感とともに、死んだ人物に対して「もう少し何かできな ったのか」という後悔の念に苛まれる姿が描写されている。　
筆者が授業で扱ったことがあるのは「途中下車」である。生
徒たちは主 公とその親友の前に美貌の女子高 が現れる展開に興味を持って読み進める 、最後の数行で明かされ 語り手の告白に大きな衝撃を受けていた。主人公の負った傷の深 に対し「重たい」と思わず声を出 しま 者も た この作品は三角関係と友人の死を題材とし るため、高校二年生の定番教材である夏目漱石「こころ」 もつながる。また、志賀直哉「城の崎にて」も五
冊九
の教科書に掲載されている教材であ
る。年間の授業計画の中 入れていたが、 象学年の生徒が直前に亡くなったために扱うのを中止したことがある。蜂・鼠・いもりと続く死 描写を読ませることに対して 授業者である
の教材との比較を行う。（エ）肉親や身近な人の死を扱った教材　
まず肉親や身近な人の死を扱った小説が多い。山川方夫「他
人の夏」 （旺文社）は父の自殺が基調となった作品で、主人公が他者の自殺を止めよう する姿 描いている。江國香織「草之丞の話」 （三省堂）は主人公 父が江戸時代の幽霊であるという設定である。ずっと主人公とそ 母を心配して現世に現れ続けていた父親が、ある時成仏する決心をするまでを描いている。吉本ばなな「みどりのゆび」 （三省堂）は祖母の看病や死を起点に生き方を変える主人公の心 内を描く作品である 川上弘美「花野」 （東京書籍）は夢の中の花野 舞台としている。主人公が事故死した叔父と何度も語り合い、ある時叔父自らの死を受容して消える様子を描いている。鷺沢萌「ポケットの中」 （桐原書店）は主人公にとって祖父 ような存在であった深大寺のおじい 亡くな 。それを と母親が受け止める姿を描く作品である。原田宗典「一瞬 生きる」 （旺文社、三省堂、第一学習社）はカメラマン志望 主人公が高名老カメラマンの仕事のアシスタントを一週間務めることにな作品である。この仕事は老カメラマ にとって最期の仕事であったことを 主人公は 後に知る様子 印象的な作品である。　
これらの小説は繊細な作風のものが多く、フィクションなら
ではの幽霊との交流や死者との交流といった設定を活か 教材もある。いずれも目上の肉親や 間近 接した目上の存在の死をきっかけに、主人公が自らの生き方や家族のあり方につい
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面がある。安房直子「きつねの窓」 （教育出版）もまた、きつねに声をかけられ指を染めることをきっかけに、母親を亡くしたきつねの喪失感と、大切に思っていた少女に対する主人公の喪失感が重ね合わされる構図となってい
る一二
  。
　
動物ではなく、人の老いや死を直接扱ったものとしては東京
書籍の教科書に二作品が見いだせる。三年生に とうひろし「だいじょうぶ、だいじょうぶ」 （東京書籍）があり、小さなころから頼りにしていた祖父が老いて病気になったことで、今度は自分が祖父を支えたいと主人公が語る教材である。さらに六年生に日野原重明「君たちに伝えたいこと」 （東京書籍）が掲載されている。寿命 テーマに生きて る時間を大切にしてほしいと児童 語りかける内容の教材である。　
中学校教材の代表的なものでは、江國香織「デューク」 （教
育出版、三省堂）が動物の死と人間 死の狭間を描いてい 。また、森鴎外「高瀬舟」 （光村図書、三省堂）は家族の生死についての問題を投げかける教材となっている。　
このように小学校の低学年から中学年では愛犬や愛馬の死、
あるいは動物の世界に仮託して死の受容を扱 段階から、高学年以降に人間と動物の死が重ね合わされ 段階を経て、高校では人の死に直接かかわる教材 増える傾向にある。六、③「持続可能な社会」 関する題材を扱った　
評論を中心に、人間とそれを取り巻く自然環境について論じ
た教材も多数掲載されている。人間も自然環境の一部であり、周りの生物とバランスを保って生きているというこ 、そして
私自身が抵抗感を覚えたためである。（カ）老いや認知症に寄り添う視点の教材　
死の受容だけでなく、老いや認知症に寄り添う視点の教材も
採択されている。江國香織「晴れた空の下で」 （教育出版）は認知症の男性を内面から描き、如月小春「輝きを見つめて」（桐原書店）は主人公が祖母の「忘れてしまうこと」を温かく受容する様子を描い 教材である。高齢化率二十六・七パーセン
ト一〇
という現代の日本の状況を反映し、死の受容だけで
なく人が老い ことや認知症に対する受容的な態度を養うための教材採択と言え 。　
一方、義務教育段階における 喪失感や老いを受容する教
材には動物の死を扱ったものが多い。小学一年生ではハンス＝ウィルヘルム「ずうっ 、ずっと、大すきだよ」 （光村図書）が主人公と共に育ったが、先に老いて死んでゆく犬に対する主人公の感情の変化を題 としており、身近な存在の死と老いることに寄り添う内容を含むものである。三年生ではスーザン＝バーレイ「わすれられないおくりもの」 （教育出版）もまた、皆から頼り されていた老アナグマ 死を他の動物 悲しむ様子と、残された彼らが老アナグマ 遺してくれた知恵を活かし、助け合って生きていこうとする様子を描き出してい
る一一
。
　
さらに、六年生においては人間の死と動物の死が重ね合わさ
れる教材も現れる。立松和平「海の命」 （光村図書、東京書籍）には漁の最中に事故死した父を持つ主人公が、その死の原因となったかもしれない海の主を「おとう」と重ね合わせて呼ぶ場
― 25 ―
　
小中学校の国語教科書では、こうした教材は高学年に現れ
る。光村図書では中村桂子「生き物はつながりの中に」 （六・上）と星野道夫「森へ」 （六・下）がこれらに類する作品と言える。東京書籍では武田正倫「ヤドカリとイソギンチャク』（四・上） 、富山和子「森林のおくりもの」五・下、鷲谷いづみ「イースター島にはなぜ森がないのか」 （六・上） 、牛山泉「未来に生かす自然のエネルギー」 （六・下）が共 関係や生態系に触れる教材である。教育出版でも「世界遺産
　
白神山地から
の提言」 （五・下）や立花隆「人類よ、宇宙人になれ」 （六・下）が掲載された。（ク）身近な自然から自然環境について論じた教材　
生徒にとって親しみやすい題材から自然環境について論じた
教材もある。三島次郎「街角のエコロジー」 （第一学習社）はドブの中の生態系に、加藤幸子「都市に秘められ いる自然」（三省堂）も同様に都市の中にある生態系に目を向けさせ、そのバランスについて論じている。こうした教材は小学校低学年から現れる。小学生にとって や人気のある動物の生態について解説する説明文教材であ 光村図書だけ もうえむらとしお「たんぽぽ
　
ちえ」 （二・上） 、幸島司郎「イルカ
のねむり方」 （三・上） 、大滝智也「 りの行列」 （三・上） 、塚本勝巳「ウナギのなぞを追って」 （四・下 が掲載されている。東京書籍や教育出版でもこの傾向は同じであ
る一四
。
　（キ） 、 （ク）の教材からは、低学年ではまず一種類の動物に着目して、その生活を紹介する教材から始まっ いることが分
バランスが崩れた時には環境に組み込まれた生物たちに甚大な影響が及ぶというメッセージは現代的な死生観の一端を伝えるものである。それらの概観と、小学校教科書と高校の教科書共通する教材の比較を行い い。（キ） 生関係や生態系のバランスに関する教材　
鬼頭秀一「 「共生」とは何か？」 （桐原書店） 、深津武馬「 「共
生」の本質」 （第一学習社）はいずれも共生 係を題 として生態系の中のバランスについて論じている。中村桂子「生命と水」 （桐原書店） 、星野道夫「水 惑星」 （三省堂）は水と生命の関係から 命が様々な釣り合いの下に保た ているこ に言及している。養老孟司「トキがいなくてな が困る？」 （大修館書店）はトキの絶滅を題材に 鷲谷 づみ「イースター島にはなぜ森がな の 」 （三省堂、第一学習社）はイー ター島で過去に起きた森林破壊を題材にして生態系のバランスにつて論じている。いずれも特定の共生関係や生命の仕組 といった題材から、人類がど ような生態系のバランスの上に生活しているかについて考えさせる内容となっている。　
評論ではないが同様の教材として、池澤夏樹「最後の一羽」
（右文書院、第一学習社）が挙げられる。これはシマフクロウの絶滅を、最後の一羽の視点から描くものである。宮沢賢治「なめとこ山の熊」も五
冊一三
の教科書に掲載されている小説教材
で、主人公の猟師と熊との関係を通じて人間も自然 中で生きていることを、主人公と荒物屋のやりとりからは経済が環境に影響を与えていることも示唆する内容となっ いる。
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＊
　
～にちがいない
＊
　
～かもしれない
＊
　
～のではないだろうか
 　
その後本文の後に「てびき（三一頁） 」が付き、以下のよ
うな発問が掲載されている。◆
　
事実と意見を区別し がら読もう
○
　
  筆者は、調査の結果明らかに った事実や、そこから推測されるこ を根拠にして、イースター島の歴史と森林が失われた原因について述べ、自分の考えを主張しています。次のような文末表現 気を付けて、述べられていること 事実なのか意見な か考えながら読みましょう。
◆
　
  イースター島と森林 関係 、筆者 述べていることを読み取ろう
○
　
  筆者は三つ目の段落で「イースター島の森林は ぜ、どのようにして失われてしまっ のだろうか。 」と問いかけています。そして、その原因と森林が失われていった過程について、後に続く部分 述べています。
○
　
  筆者が、イースター島から森林が失われた原因として挙げていることを二つ、文章の中から探 てノ トに書き出しましょう。そし 、それぞれの原因の具体例を、ノートに整理しましょう。
　
小学校教材では主に文末表現に着目させながら、イースター
島から森が消失した原因を読み取らせている。これに対し、以下に示す高等学校の教科書はどちらも、本文中のキーワードや
かる。そして高学年になるにつれ、森全体や宇宙を題材にして広範囲の生命のつながりに目を向けさせる教材が出現していることが分かる。次項ではこの中でも小学校と高校に共通する、鷲谷いづみ「イースター島にはなぜ森がないのか」で教科書の発問や指導書の内容から、どのような学習が設定されているのかを詳しく比較したい七、高校教材の特徴―小学校教材と比較して―　「イースター島にはなぜ森がないのか」は東京書籍の六年生・上巻と三省堂・第一学習社 高校国語総合に掲載されている。モアイ像で有名なイースター島を例に、遺跡の調査と花粉分析の結果から判明した、ポリネシア人の入植から千二百 ほどで豊かな森林が破壊しつくされてしまった過程を辿る内容である。そこから健全な生態系と文化や人心の豊 さがつながっていることを伝える教材である。出典は、鷲谷いづみ（二〇〇一） 『生態系 蘇らせる』日本放送協会である。高校国語総合の教科書はこの第一章「 『ヒトと生態 の関係史』から学ぶ」より収録されており、小学校六年生用の東京書籍では底本をもとに教科書用に書き下ろしを行っている。　まずはそれぞれの教科書の発問から読解内容の差を見てみた
い。
『新しい国語』東京書籍　
本文下段で以下の表現に注目させている。
＊
　
～らしい
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ている。 ）
　
学びを広げる
　「持続可能性という倫理を支える文化」と
はどういう文化だろうか、話し合ってみよう。『標準国語総合』第一学習社問
　「さまざまな目的」とは何か。
問
　
  「持続可能性とという倫理を支える文化」とは、どういうものか。
学習
一　
イースター島の生態系の様子を、次のそれぞれの時期
ごとに整理してみよう。　　
１
　
ポリネシア人が初めて入植したとき
　　
２
　
巨石文化が栄えたとき
　　
３
　
初めてヨーロッパ 島を訪れたとき
二　
イースター島の文明が崩壊した はなぜか、まとめて
みよう。
三　
将来のために、人類と生態系とはどのよう 関係を持
てばいいのか。 「持続可能性とという倫理を支える文化」に基づいて話し合ってみよう。
　『明解国語総合』はかなり易しく作られた教科書であるため、ヒントも掲載された作りとなっている。しかし、どちらの教科書も「さまざまな目的」や「持続可能性とという倫理を支える文化」 、 「持続可能性とという倫理を支える文化」といった言葉に注目し ①ポリネシア人がどのよ に森林を利用した
指示語、キーセンテンスに注目させて読解を進めた後に、イースター島の教訓をどう現代に活かすかを考えさせる発問の構成となっている。こちらもまずは教科書に掲載された問題を以下に挙げる。
『明解国語総合』三省堂①
　
  筆者はイースター島のどのような特徴を問題にしているか。またそれはなぜか、簡潔にまとめよう。
②
　
  「入植者たちが様々な目的で森林を切りひらいた」とあるが、 「さ ざまな目的」とは何か、整理し （ヒント
　
食料生産とのかかわりが深い目的と、宗教的・文化
的な目的の二点を整理する。 ）
③
　
  「その繁栄」とあるが、どんな繁栄だったのか、説明しよう。 （ヒント
　
一五〇〇年ごろの島の様子を整理す
る。石像モアイについても触れる。 ）
④
　
  「イースター島では、ヤシの木の森が再生することがなかった」のはなぜか、二点でまとめよう。 （ヒント
　
花
粉分析によ 復元でからわかったこと とめ
⑤
　
  「一七二二年」イースター島 どのような様子だったのかを、整理しよう。 （ヒント
　
この段落の内容を順にま
とめていく。 ）
⑥
　
  「イースター島の教訓」とは何かをまとめ それに対する自分たちの考えを発表し う
⑦
　
  今後の人類の存続のために筆者はどうするべきだといっているか、まとめよう。 （ヒント
　
最後に結論が示され
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動で出産のドキュメンタリーを見ることや講演会を聞くなど、学校教育の中でいのちの教育を行う機会もある。こうしたチャンスと教材を関連させることで、生徒一人ひ りが自らの生活体験や個人的な文学体験、学習活動としての読解を通して自らの死生観を構築するための支援をすることはできるはずである。九、おわりに　
死生観というキーワードで教科書教材を調査すると、それぞ
れの作品によって扱いの濃淡はあれ生死に関わる教材は多いと言える。①戦争・紛争の多様化を扱っ 教材は 戦争や紛争の悲惨さと平和の価値を伝える内容のものであった。小学校主人公や家族が戦争や紛争に巻き込まれる物語であるのに対し、高校では歴史的な背景や国際関係など 踏まえて読むことが必要になる教材が増える。これは多様な価値観がぶつかり合う世界の状況を反映していると言える。　
②死の受容を扱った教材は動物の死への喪失感に始まり、身
近な人物の死に対する喪失感へと発展している。身近な 物は目上の肉親が老いて亡くなる場合が多く、認知症を扱った教材と共に高齢社会を反映 てい と言える。①と②に共通するのは、高校の教科書教材では悲惨 状況や主人公の心の傷の深さが、より克明に描かれるようになっている点であ 。　
③「持続可能な社会」に関する題材を扱った教材は身近な動
植物から森林や地球全体までを題材として、複雑な生態系 中に組み込まれて生きている人類の姿と、生態系のバランスを保って生きていくことの重要性を感じさせるものである。
か、②それによってイースター島の環境にどのような変化が起きたかを時系列に沿ってまとめた後に、③筆者はイースター島の教訓をどのよう 生かすべきだと考えているかを読み取らせようとしている。さら これらの読解を踏まえて生徒自身が考えを深められるよう、話し合いの活動が設定されている。　
以上のように小学校教材と高校教材では、文章自体の難易度
と読解後に自らの考えを深めるか否かという部分に差がある。人類も生態系の一部であ という筆者の主張を読み取るという基本的な点では共通であるが、他 説明文教材と同様に発達段階に合わせて発展的な課題設定が行われている が分かる。八、考察　「死」や「生きること」に関する教科書教材を①戦争・紛争の多様化を扱った教材、②死の受容を扱った教材 ③「持続可能な社会」に関する題材を扱った教材 分けて概観してきた。多くの教材が死生観に触れる内容を含んでいるが、 える側の教員も学習する側の生徒も、自覚 にこうした死生観を受容しているとは言い難い。　これは第一には教科書編集に関わる社会的・文化的要因が多
岐にわたるこ によるだろう。加えて 死生観は本来子どもたちの日常生活と学習の両面から学んでいくものでもあるためと考えられる。日常生活の中で身近な存在の生死 関わる瞬間は、生徒によってさまざまであ 。これ し は教育相談やカウンセラーによる対応を主 した個別の支援を余儀なくされる。しかし、少なくとも総合的な学習の時間やホームルーム活
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別表Ⅰ
　
使用教科書一覧
高等学校教科書右文書院
国語総合一四二右文国総〇一四
旺文社
高等学校国語総合一七二旺文社国総〇一八
教育出版
国語総合一七教出国総三〇九新編 一〇
桐原書店
探求国語総合（現代文・表現編） 一二桐原国総〇四七展開国語総合改訂版二一二桐原国総 四九発見国語総合二一二桐原国 〇五〇
三省堂
高等学校 改訂版一五
  三省堂国総〇二九
数研出版
国語総合一〇四数研 総〇三六
第一学習社
高等学校新訂国語総合現代文編一八三第一国 〇四二改訂版高等学校標準 一八三第一 四五改訂版高等学校国語総合一八三第
  〇四四
大修館書店
国語総合改訂版五〇大修館 〇 四新編 三 五国語総合現代文編五〇大修館国 〇五二
筑摩書房
国語総合改訂版一四三筑摩 総〇四精選 現代文編改訂版一四三筑摩 総〇三九
東京書籍
新編国語総合二東書 総〇二精選国語総合二東書国総〇二六
明治書院
新精選国語総合一一七明治 総〇三七高校生の国語総合一 七明治国総〇三八
【注】一
　
幾田伸司（二〇一三）百七十七頁
二
　
岩田（二〇〇四）九十七頁
三
　
岩田（二〇〇四）九十八頁
四
　
  野中潤「筑摩の教科書国語通信
　
連載「定番教材の誕生」 」
　
①から③の教材すべてにおいて、生きることや死ぬことに関
わる類似のメッセージが小学校から少しずつ段階を踏み、高校まで積みあがっていると言える。国語教科書の中で死生観を含む教材の数々が、まるでスパイラルを描くように並んでいるのである。これは隠れたカリキュラムと言っても差 支えないものである。　
今後は海外の教科書に掲載されている教材の死生観、あるい
は教科と死の準備教育との関連性について調査を行いたい。文化や社会制度、宗教的な背景の異なる諸外国の教科書とも比較することによって、①から③ 傾向の中で、国際的にも共通する価値観と、現代 日本における価値観との差が鮮明にな はずである。同時 現代 日本の高校 が教科書教材から受け取る可能性のあ 死生観が、より鮮明に浮かび上 ると考えられる。【参考文献】幾田伸司（二〇一三） 「２
　
教科書教材史研究」全国大学国語教育学会編
『国語科教育研究の成果と展望Ⅱ」学芸図書
　
百七十七頁から百八十四
頁
石原千秋（二〇〇五） 『国語教科書の思想』筑摩書房石原千秋（二〇〇九） 『国語教科書の中 「日本」 』筑摩書房岩田文昭（二〇〇四） 「学校教育における死：小学校教科書にみる死生観」
国際宗教研究所『現代宗教二〇〇四』九十三頁から百十三頁
佐藤瑤子（二〇一三） 「 「死」に着目した、中学校国語教科 掲載作品：近現
代の文学的文章を中心に」國學院大學大学院文学研究科『國學院大學大学院文学研究科論集
　
四十』六十九頁から百八頁
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http://w
w
w
.chikum
ashobo.co.jp/kyoukasho/tsuushin/rensai/teiban-
kyouzai/001-01.htm
l （最終閲覧二〇一七・二・五）
五
　
別表一
六
　
平成二二年度版高等学校学習指導要領解説
　
国語編
七
　
  他にも小学校教材としては以下のものがある。三年生にあまんきみこ「ちいちゃんのかげおくり」 （光村図書） 、五年生に天野夏美「いわたくんちのおばあちゃん」 （東京書籍）
  、国松俊英「手塚治虫」 （東京書
籍） 、六年生に「平和について考える」 （光村図書） 、今西祐行「ヒロシマのうた」 （東京書籍） 、いぬいきみこ「川とノリオ」 （教育出版）などが掲載されている。中学校二年生には向田邦子「字のない葉書」などが掲載されている。
八
　
  強制収容所に触 教材としては中学校三年生で井上ひさし「握手」 （光村図書、学校図書）が定番教材とし 採録され続けてい
九
　
数研出版、第一学習社、大修館書店、筑摩書房の四社五冊
一〇
　
  内閣府「平成二十八年度版高齢社会白 （全体版） 」http://w
w
w
8.cao.go.jp/kourei/w
hitepaper/w
-2016/zenbun/28pdf_index.
htm
l （最終閲覧二〇一七・二・二十八）
一一
　
  他にも二年生では、おおつかゆうぞう「スーホの白い馬」 （光村図書）が愛馬の死を描いている。三年生では川村たかし「サーカスのライオン」 （東京書籍）が火の輪くぐりの老ライオンが力を振り絞って火事から子どもを助け出す献身を題材としている教材であ
一二
　
  小学四年生の定番教材である新美南吉「ごんぎつね 光村図書、東京書籍、教育出版）も兵十の母の死とごんの死が描かれており、近い内容を持つ。
一三
　
  教育出版、桐原書店、三省堂、大修館書店、東京書籍 四社五冊
一四
　
  東京書籍にはひ やま
　
かずこ「たんぽぽ」 （二・上） 、なかがわ
　
しろ
う「ビーバーの
　
大工事」 （二・下） 、さわぐち
　
たまみ「虫は
　
道具を
　
もって
　
いる」 （二・下）がある。教育出版では杉浦宏「めだか」
（三・上） 、湊秋作「森のスケーター
　
やまね」 （三・上） 、森清和「とん
ぼの楽園づくり」 （四・上） 、吉原順平「花 見つける手がか 」 （ ・下）が載せられている。
（かかみ
　
めぐみ
　
筑波大学大学院教育研究科／岐阜県立武義高等学校教諭）
